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主要事項

政策部
（単位：千円）

企画調整費

大学連携推進事業費（佐賀大学等との連携推進）

１　目的・背景  課題解決型の連携に加え、新たな連携の機会を創出するとともに、Society5.0時代を見据えた研究にも

チャレンジしていくことで、佐賀大学等と共に佐賀の未来を創造していく。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～　）

（２）事業概要

※：上記の連携を推進するため、学内公募の実施や大学から県への企画提案の場の設置など新たな
　　  TSUNAGI”の機会を創出

合　　計 51,050
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Society5.0時代を見据えた
チャレンジ研究

・スマートグラスを活用した熟練の農作業技術等の再現
・地中埋設センサー等を活用した地すべり予兆の早期検知
・SAGA2024に向けた新たなスポーツ観戦のカタチの研究　等

30,000

産学官連携コンベンション TSUNAGIプロジェクトの取組状況や成果の発信 8,050

企画チーム

区　　分 内　　容 予 算 額

課題解決型連携
・試験研究機関との共同研究
・二枚貝の資源回復に向けた研究
・流域治水モデルの構築に向けた研究　等

13,000

事 項 名 予　算　額 51,050 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 51,050 138



主要事項

政策部
（単位：千円）

企画調整費

連携企画推進事業費（宙への扉プロジェクト）

１　目的・背景  宇宙関連産業の認知を高め機運醸成を図るための機会を提供するとともに、宇宙技術を活用した地域課題の解決策や

ビジネスアイデアの実証などを行うことにより、佐賀県に新たな宇宙ビジネスの潮流を創る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

細事項名 新規 一般財源 9,939 138

事 項 名 予　算　額 9,939 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

企画チーム

区　　分 内　　容 予 算 額

認知向上・機運醸成
宇宙ベンチャー企業や関係団体による宇宙ビジネスの
紹介等を行うカンファレンスの開催

3,248
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ビジネスマッチングの機会創出
地場企業や事業者と宇宙ベンチャー企業が課題解決策
やビジネスアイデアを議論する交流会の開催

3,900

解決策アイデアの実証
ビジネスマッチング等で生まれた課題解決策やビジネス
アイデアの実証やデモンストレーションの実施

1,500

イベント等開催
宇宙飛行士の講演会や缶サット・ロケットの打ち上げイ
ベントの開催

1,291

合　　計 9,939



主要事項

政策部
（単位：千円）

企画調整費

関係人口創出チャレンジ事業費

１　目的・背景  　株式会社スクウェア・エニックス、九州旅客鉄道株式会社と連携し、ＪＲ唐津線・筑肥線において

ロマンシング佐賀列車を運行することにより、更なる関係人口の創出を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要
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内　　容

・JR唐津線・筑肥線におけるロマンシング佐賀列車の運行
・JR唐津線全駅におけるラッピングイベント　等

予算額

42,932

事 項 名 予　算　額 42,932 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 42,932 138 企画チーム



主要事項

政策部（危機管理・報道局）
（単位：千円）

消防団活性化事業費

新規 消防団活動支援交付金事業費

１　目的・背景  災害が頻発化・激甚化するとともに、コロナ禍で厳しい状況にある中にあっても、昼夜を問わず地域住民のために

活動してもらっている消防団が引き続きモチベーション高く活動できるよう、支援金を交付する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

細事項名 一般財源 93,000 160
危機管理防災課
（消防保安室）

事 項 名 予　算　額 93,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

内　　容 予 算 額

 消防団の基本的な活動単位である部に対し、支援金を交付

 ○支援金の活用方法
　  各部がそれぞれの実情に応じて、団員の団結や活動に資するものに
    活用

 ○支援金の算定方法
    各部の団員数に応じて、支給額を算定
　　 （例）１部当たりの団員数16～20人の場合　90千円

93,000
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主要事項

総務部
（単位：千円）

１　目的・背景  中学卒業者の減少を見据え、公教育の一翼を担う私立学校における魅力ある学校づくりやその魅力を発信する取組を

支援することで、私立学校の活性化を図るとともに、佐賀の未来を担う子どもたちを育成する。

２　事業内容 （１）事業期間 平成29年度～（2017年度～）

（２）事業概要
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法務私学課
（私立中高・専修学校支援室）

区　　分 内　　容 予算額

魅力づくり支援

○特色ある部活動づくりに対する補助
     （定額、補助上限額：3,000千円）
○教育環境の整備に対する補助
      ものづくり関連の施設設備：補助率５/６、補助上限額23,000千円
　  　特色ある教育環境施設：補助率５/６、補助上限額10,000千円
　  　県外生の受入環境：補助率５/６、補助上限額5,000千円

80,000

344・345

魅力発信支援

○情報発信の取組に対する支援
○県外生徒の受入促進に対する補助
　   （定額、補助上限額：1,000千円）
○県内企業への就職促進に対する補助
  　 （定額、補助上限額：1,000千円）

37,802

合　　計 117,802

細事項名
新規

私立学校運営費補助（中高）
私立学校魅力発信強化事業費
魅力ある教育施設設備整備事業費補助

一般財源 117,802

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
私立学校運営費補助
私立学校施設設備整備費補助

予　算　額 117,802 予算説明書頁



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

移住促進事業費

１　目的・背景  地域における担い手不足の解消及び地域課題の解決を図るため、移住・定住の促進に取り組む。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和６年度（2022年度～2024年度）

（２）事業概要
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138
さが創生推進課
（移住支援室）

内　　容 負担割合 予 算 額

   【支援対象】
　  ・転入時の年齢が49歳以下であること
　  ・①の「移住元要件」を満たすこと
　  ・②の「地域の担い手要件」のいずれかを満たすこと
　　（国の移住支援事業の対象者を除く。）

　①移住元の要件
　　・住民票を移す直前の10年間のうち、通算５年以上、佐賀県外に在住
　　・住民票を移す直前に、連続して１年以上、佐賀県外に在住
　
　②地域の担い手要件
　　・人手不足企業　　・社会的起業　　・農林水産業　　・スポーツ振興
　　・事業承継　　　　　・伝統工芸等
　

   【支給金額】　単身60万円、世帯100万円

県３／４
市町１／４

68,550

事 項 名 予　算　額 68,550 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 さが暮らしスタート支援事業費補助 一般財源 68,550新規



主要事項

政策部・地域交流部
（単位：千円）

１　目的・背景 　西九州新幹線の開業を見据え、魅力ある地域づくりの取組等への支援や、県外に向けた情報発信を強化することにより、

地域に人の流れを呼び込み、開業効果を県内全域に広げる。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～令和５年度（2021年度～2023年度）

（２）事業内容
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周遊する仕掛けづくり
・企画周遊きっぷ、ＭａａＳ周遊チケット造成支援
・ロマンシング佐賀列車の運行
・武雄・嬉野発バスツアー造成支援、シェアサイクル活用等

98,439
企画チーム、交通政策課、観光
課

合　　計 430,509

長崎から呼び込む取組
・長崎在住者向け情報発信
・長崎発旅行キャンペーン、移住体験ツアー　等

94,581
さが創生推進課、移住支援室、
交通政策課、観光課

魅力ある地域づくり
・魅力あるコンテンツづくり、体験商品開発・販売支援
・魅力発信イベント　等

122,254
さが創生推進課、交通政策課、
観光課

区　　分 内　　容 予 算 額 担 当 課

全国から呼び込む取組
・佐賀長崎デスティネーションキャンペーン
・全国に向けた情報発信、旅行商品造成支援　等

115,235 観光課

企画チーム
さが創生推進課
移住支援室
交通政策課
観光課

事 項 名

企画調整費
地域づくり推進費
移住促進事業費
在来線活用推進費
新幹線対策費
交通体系整備促進費
観光連盟補助
観光振興事業費

予　算　額 430,509 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名

関係人口創出チャレンジ事業費（再掲）
自発の地域づくりさがブラッシュアップ事業費
さが自発のチャレンジモデル創出事業費
自発の地域づくりイベント開催事業費
さが未来アシスト事業費補助
移住促進事業費
在来線活用推進費
長崎本線沿線地域振興事業費（再掲）
さがＭａａＳ推進事業費（再掲）
観光連盟補助
長崎県連携事業費

一般財源 327,088
138・139・

140・152・298



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

地域づくり推進費

新規 島でつながるプロジェクト推進事業費

１　目的・背景  都市部から地方への関心が高まっている今を好機と捉え、離島の魅力発信と島を訪れる方へのおもてなし

の推進に取り組むことにより、離島への人の流れを生み出し、島外からの来訪者との交流の機会を創出する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要
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区　　分 内　　容 予　算　額

島の魅力発信 県内の離島の魅力を発信する小冊子等の制作 6,835

島のおもてなし推進
観光案内板のリニューアル等、島を訪れる方へのおもてなしを推
進する取組に対する補助

20,039

合　　計 26,874

事 項 名 予　算　額 26,874 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 0 152 さが創生推進課



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

新幹線対策費

長崎本線沿線地域振興事業費

１　目的・背景  鹿島・太良などの長崎本線沿線地域における魅力づくりや観光促進等を支援することにより、

交流人口の増加と地域の活性化を図る。　

２　事業内容 （１）事業期間 令和元年度～（2019年度～）

（２）事業概要

合　　計 50,424 34,850 15,574
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肥前鹿島駅周辺
整備の推進

・次の世代による駅を中心としたまちづくりへの支援
・肥前鹿島駅とラムサール湿地を結ぶグリーンスロー
 モビリティ実証実験　等

7,400 3,700 3,700

上下分離後の利
便性向上

駅舎の環境整備（トイレ改修、WI-FI設置） 24,124 21,850 2,274

地域の魅力づくり
・事業者の着地型観光商品開発への支援
・長崎、福岡への誘客プロモーション　等

14,300 7,150 7,150

鉄道を活用した観
光促進

観光列車や肥前浜駅の交流スペース「ＨＡＭＡ ＢＡＲ」を
活用した市町やＮＰＯの取組への支援　等

4,600 2,150 2,450

区　　分 内　　容 予 算 額
財源内訳

国庫等 一般財源

事 項 名 予　算　額 50,424 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 15,574 139・140 交通政策課



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

在来線活用推進費

新規 無人駅対策事業費補助

１　目的・背景  無人駅での創意工夫の取組を支援することで、安心な駅の維持や利活用の促進を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要
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内　　容 補 助 率 予 算 額

市町が取り組む駅づくりに係る経費に対し幅広く支援
（人件費、駅舎等の使用料、備品・設備経費、広報経費　等）

１／２ 11,000

事 項 名 予　算　額 11,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 11,000 139 交通政策課



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

交通体系整備促進費

さがＭａａＳ事業推進費

１　目的・背景  ＭａａＳ（※）アプリを活用し公共交通を利用しやすい環境を提供することにより、マイカー以外の移動の普及・促進を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～（2021年度～）

（２）事業概要

※ＭａａＳ
　 Ｍｏｂｉｌｉｔｙ as a Serviceの略で、ＩＣＴの活用により複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて
検索・予約・決済等を一括して行うサービス。観光などの関連サービスとの組み合わせも可能。

内　　容 予 算 額

以下の事業等を展開するため、実行委員会へ負担金を拠出

・県内地域周遊などの企画乗車券の販売、調整
・公共交通とカーシェアやシェアサイクルを組み合わせた移動の実証事業
・ＳＡＧＡＴＯＣＯアプリなどと連携した歩くライフスタイルの促進

33,524
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事 項 名 予　算　額 33,524 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 33,524 139 交通政策課



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

港湾振興費

新規 伊万里港コンテナ貨物助成事業費

１　目的・背景  新たに輸出入を行う荷主に対するコンテナ貨物助成制度を創設することにより、東南アジア・台湾との

直行航路の誘致を目指す。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和６年度（2022年度～2024年度）

（２）事業概要

　
※国際フィーダー航路経由とは、神戸港を経由し、東南アジア・台湾などと伊万里港を結ぶ航路を利用するもの。

内　　容 予 算 額

○伊万里港　東南アジア・台湾輸出入コンテナ助成制度

　・対象：新たに東南アジア・台湾と輸出入を行う荷主
  ・事業費：1,000万円（負担割合：佐賀県　１／２、伊万里市　１／２）
　・助成単価：（一般貨物）　15,000円／ＴＥＵ
　　　　　　  　：（冷蔵・冷凍貨物）　20,000円／ＴＥＵ
                国際フィーダー航路経由※

　　　　　　　　：（一般貨物）　17,000円／ＴＥＵ
　　　　　　  　：（冷蔵・冷凍貨物）　22,000円／ＴＥＵ

5,486
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事 項 名 予　算　額 5,486 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 5,486 314 港湾課



主要事項

地域交流部
（単位：千円）

（特別会計）港湾機能施設建設費

港湾機能施設建設費

１　目的・背景  伊万里港の荷役体制を強化し、作業効率を向上させるため、ガントリークレーンを増設（２基目）するとともに、

テナーヤードを整備することにより、コンテナ貨物取扱量の更なる増加を図る。

２　事業内容 （１）事業期間　　令和元年度～令和４年度（2019年度～2022年度）

（２）事業概要

※上段（　　）書きは債務負担行為設定額

※ガントリークレーン・・・３万トン級以下のコンテナ船荷役に対応しており、30個以上/時間の取扱いが可能。
※バンプール・・・空コンテナ置き場。
※テナーヤード・・・ガントリークレーン等で荷卸しされたコンテナをトレーラーで運搬し、テナーで荷役を行うもので、
　　　　　　　　　　　　最大５段積みまで可能となるコンテナヤード。

1,600,000
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合　　計
- - (500,000) (716,000) (1,216,000)
- - 650,000 916,000

- -
- - - 250,000 250,000

-
- - 150,000 - 150,000

-

ふ頭用地整備
バンプール整備

- - -

テナーヤード整備
- - -

(716,000) (1,216,000)
- 20,000 500,000 666,000 1,186,000

-
14,000 - - - 14,000

-

荷役機械整備
ガントリークレーン仕様書作成

- - -

ガントリークレーン製作・設置工事
- - (500,000)

区　　分 内　　容
年　度　別　事　業　費

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合　　計

事 項 名 予　算　額 916,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 0 550 港湾課



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景  ＳＳＰ構想基本方針に基づき、世界に挑戦する佐賀ゆかりのアスリートを育成し、選手引退後は佐賀に戻り指導者として、

次世代のアスリート育成につながる好循環を確立し、スポーツの力を活かした人づくり、地域づくりを推進する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和元年度～（2019年度～）

（２）事業概要

※令和３年度から令和４年度までの継続費を設定しているもの。

事 項 名 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

予　算　額
ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想推進費
ＳＳＰアスリート寮整備支援事業費
ＳＳＰトップアスリート育成好循環創出施設整備事業費

SAGAスポーツピラ
ミッド推進グループ

区　　分 内　　容 予 算 額
財源内訳

備　　考
国庫等 県債 一般財源

一般財源細事項名
新規

新規

140・374

SSPアスリート“夢”パートナー事業費
SSPアスリート“夢”パートナー（ホープ）事業費
ＳＳＰトップアスリート育成好循環創出事業費
ＳＳＰアスリート寮運営支援事業費
ＳＳＰトップアスリート育成好循環創出施設整備事業費
ＳＳＰトップアスリート育成好循環創出事業費（令和３年度国補正）

871,672

422,442

就職支援
ＳＳＰアスリートジョブサポのマッチングによる県内企業等への
就職支援

8,730 1,434 - 7,296

人材育成

・スポーツエリートアカデミーSAGA（SEAS）における選手・指導者
 の育成
・世界大会等で活躍している選手を認定し支援
・アスリート寮の運営支援

343,722 30,346 - 313,376

合　　計 871,672 49,230 400,000 422,442

練習環境の充実 鳥栖工業高校レスリング場の整備 473,218 - 400,000 73,218 ※継続費

機運醸成
多分野における民間の知見や手法を活かしたスポーツを「支
える」基盤づくり

46,002 17,450 - 28,552

14
〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景  デジタル技術を活用した育成手法などを現場の指導者が学ぶ環境を整備するとともに、サンライズパーク、

学校におけるデジタル技術を活用した分析・測定機器などの導入を進めることで、更に効率的・効果的な選手

の育成及び指導者の支援を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

課　　　　名
（室　　　名）

SAGAスポーツピラミッド推進グループ

予算説明書頁

140・141

135,838

135,838
ＳＳＰデジタル人材育成等支援事業費（令和３年度国補正）
ＳＳＰアスリート育成設備整備事業費（令和３年度国補正）

ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想推進費 予　算　額

一般財源

ＳＡＧＡサンライズパークへのＡＩカメラ導入、ＡＩによるデータ解析システム
の導入支援など

29,998

細事項名
新規
新規

事 項 名

内　　容 予 算 額

デジタル技術を活用した育成を学ぶための専門展やセミナーへの指導者
等の派遣

5,840

県内の私立・県立学校及び競技団体におけるデジタル技術を活用した分
析機器やトレーニング機器等の導入支援（１団体当たり5,000千円を目
安）

100,000

合　　計 135,838

15



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景 　JAXA（宇宙航空研究開発機構）と宇宙科学館が連携し、宇宙を切り口とした科学に親しむプログラム

を開発することにより、次代を担う子どもたちに「佐賀から宇宙を、宇宙から佐賀を考える」機会をつくり、

科学への興味や郷土への誇りと愛着の醸成を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

※キューブサット：一辺10ｃｍ程度の超小型人工衛星。

内　　容 予 算 額

 キューブサット（※）の製作や試験、運用準備 29,436

16

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 JAXAGAキューブサットに乗せた“夢”打上事業費 一般財源 29,436 141 文化課

事 項 名 文化振興事業費 予　算　額 29,436 予算説明書頁



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

さが維新「志」継承事業費

建築展開催費

１　目的・背景  東京駅を設計した辰野金吾をはじめとした唐津出身の３人の建築家に光をあてた企画展を開催し、その功績を

伝えることにより、佐賀への誇りや愛着の更なる拡大を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

17

文化課

名　　称 開催期間 開催場所 展　示　内　容 予　算　額

建築展（仮称）
令和４年９月６日
　　　～10月27日

佐賀県立博物館

・辰野金吾、曾禰達蔵、村野藤吾の生涯を
 紹介するパネル展示
・建築模型、建築写真、建築図面の展示
・現代アーティストと建築物のコラボレーション
 映像の上映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

34,746

事 項 名 予　算　額 34,746 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 一般財源 28,146 141



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景 　今日まで続く茶道・能・陶磁器などの伝統文化が花開いた「はじまりの地」である特別史跡「名護屋城跡並びに陣跡」を

文化・観光の拠点として更に磨き上げる。

２　事業内容 （１）事業期間 令和２年度～（2020年度～）

（２）事業概要

債務負担行為限度額
（３）債務負担行為を設定する理由

　周遊サイン設置等について、令和４～５年度の複数年度にわたるため、債務負担行為を設定するもの。

18

80,270
名護屋城博
物館

合　　計 214,750 3,300 118,499 92,951 55,396 270,146

189,876 文化課

屋外展示施
設の再整備

陣跡周遊の起点となる「木下延俊陣跡」の
再整備

80,270 - 80,000 270 -

92,681

区　　分 内　　容

令和４年度

55,396
誘客プロモー
ション等

・名護屋城で諸大名が催した茶会をイメージ
 したイベントの開催
・名護屋エリア周遊サイン設置、ツール制作
・黄金の茶室・草庵茶室の魅力発信
・特別企画展開催　等

134,480 3,300 38,499

令和５年度
全　 体
予算額

担 当 課
予 算 額

財源内訳
予 算 額

国庫
県債・基金

等 一般財源

細事項名

「肥前名護屋」文化資源利活用推進事業費
「黄金の茶室・草庵茶室」魅力発信事業費
屋外常設展示施設再整備事業費
（債務負担行為）「肥前名護屋」文化資源利活用推進事業費

一般財源
92,951

（債務負担）375
141・367

（その１）11
文化課

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
文化振興事業費
名護屋城博物館施設設備整備費

予　算　額
214,750

（債務負担）55,396
予算説明書頁



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

文化振興事業費

１　目的・背景  県内全域から佐賀の祭りや文化芸術を集めた県民参加型の文化イベントを、SAGAアリーナのオープニングに併せて

開催することにより、「見る」だけではなく文化芸術面で県民自身が活用できる施設であることを知ってもらう機会とする。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和５年度（2022年度～2023年度）

（２）事業概要

債務負担行為限度額
（３）債務負担行為を設定する理由

　イベント開催の準備が、令和４～５年度の複数年度にわたるため、債務負担行為を設定するもの。

課　　　　名
（室　　　名）

文化課

予算説明書頁

141
（その１）11

29,846
（債務負担）69,641

29,846
（債務負担）69,641

事 項 名

細事項名
新規
新規

99,487

19

内　　容
令和４年度

予算額
令和５年度

予算額
合  計

予　算　額

一般財源
ＳＡＧＡアリーナオープン記念文化芸術祭事業費
（債務負担行為）ＳＡＧＡアリーナオープン記念文化芸術祭事業費

県民参加型イベントの開催 29,846 69,641



主要事項

文化・スポーツ交流局
（単位：千円）

プロスポーツ等支援事業費

プロスポーツ等活用地域づくり事業費

１　目的・背景  佐賀の「誇り」、「宝」であるプロスポーツチームの活躍は、県民に夢と希望を与えることから、プロスポーツの応援

機運を醸成することにより、チームのチカラを活かした地域づくり、県民のスポーツ文化の裾野の拡大を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

20

区　　分 内　　容 予 算 額

県プロバスケットボー
ル推進協議会（仮称）
事業

○「佐賀バルーナーズ」、「レオブラックスサガ・レオナイナーズ」を応
援する協議会を設置し、チームを活用した地域づくりなどを実施
・小中学校等への巡回スクール・バスケットボール教室
・地域クラブに所属する小学生の観戦招待
・情報発信

17,000

県冠スポンサーゲー
ム事業

・冠スポンサーゲームの開催
・記念ユニフォームの配布、広報

12,430

合　　計 29,430

事 項 名 予　算　額 29,430 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 29,430 142 スポーツ課



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景  ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポの開催を契機として、県民の夢や感動を生み出すスポーツの一大拠点の形成を図るとともに、

スポーツ・文化など様々な活動を通じて地域の活力を生み出し、新たな佐賀県の未来を切り拓く「さが躍動」の象徴的なエリア

になることを目指す。

２　事業内容 （１）事業期間 平成29年度～令和４年度 （2017年度～2022年度）

（２）事業概要

※上段（ 　　）書きは継続費設定額で内数

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
ＳＡＧＡサンライズパーク整備事業費
ＳＡＧＡアリーナコンベンション等誘致推進事業費

140・374
ＳＡＧＡサンライズパーク整備推進課
ＳＡＧＡスポーツピラミッド推進グループ

事 項 名
ＳＡＧＡサンライズパーク整備事業費
ＳＡＧＡアリーナコンベンション等誘致推進事業費

予算説明書頁

担 当 課
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 全　　体

(8,273,259)
8,273,259

【令和３年度から継続して実施するもの】
25m水泳場改修工事　等

区　　分 内　　容
年 度 別 事 業 費

(47,630,371)

【令和２年度から継続して実施するもの】
陸上競技場雨天走路増築・諸室改修工事
ペデストリアンデッキ新築工事　等

(3,707,903)
3,707,903

(2,331,756)
2,331,756

(6,542,945)
6,542,945

(369,628)
369,628

(358,502)
358,502

(728,130)
728,130

ＳＡＧＡサン
ライズパーク
整備推進課

892,571 13,013,235 22,761,048 10,963,517 47,630,371

(892,571)
892,571

(12,509,949)
12,509,949

(18,683,517)
18,683,517

(892,571) (13,013,235) (22,761,048) (10,963,517)

(40,359,296)
40,359,296

(503,286)
503,286

2,719,498 2,719,498

利活用促進
ＳＡＧＡアリーナへのコンベンション等誘致活動の
促進

31,095 31,095

単年度
駐車場整備工事、陸上競技場・アリーナ
等備品購入、利用者サービス向上のため
のICTサービス基盤整備　等

施設整備

継続費

合　　計
(892,571) (13,013,235） (22,761,048)

【令和元年度から継続して実施するもの】
アリーナ・防災拠点施設新築工事　等

50,380,964

ＳＡＧＡスポー
ツピラミッド推
進グループ

(47,630,371)(10,963,517)
13,714,110

21

13,714,110

702,089

予　算　額

一般財源

892,571 13,013,235 22,761,048



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

１　目的・背景  SAGA2024国スポ・全障スポへ向け、体育からスポーツに変わる最初の大会として、スポーツのすばらしさを追求した、

新しい大会を実現する。

２　事業内容 （１）事業期間 平成26年度～令和６年度 （2014年度～2024年度）

（２）事業概要

（３）債務負担行為を設定する理由
式典の炬火用具の制作について、令和４～６年度の複数年度にわたるため、債務負担行為を設定するもの。

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む

861,249

22

合　　計 801,249 180 177,000 624,069 60,000

－ 97,944

ヨットハーバー施設設
備整備(国スポ関連)

セーリングの競技会場となる佐賀県ヨットハーバー
の整備

86,622 － 77,000 9,622 － 86,622

SAGA2024県有競技
施設整備

県有施設の整備等（多久高校：スポーツクライミン
グほか）

97,944 － 97,000 944

－ 7,903

SAGA2024市町有施
設整備事業費補助

市町有施設の整備事業に対する補助（12市町16
施設）

249,187 － － 249,187 － 249,187

競技会を楽しむ環境
づくり事業

ICT等の先端技術を活用したスポーツの新たな楽
しみ方を創出

7,903 － － 7,903

－ 359,593

式典準備事業
開閉会式で使用する炬火用具（炬火台、トーチ等）
の制作

－ － － － 60,000 60,000

県債 一般財源

開催準備事業 大会開催に向けた準備及び運営体制の整備 359,593 180 3,000 356,413

SAGA2024総務企画課
SAGA2024競技式典課
SAGA2024施設調整課
SAGAサンライズパーク整備推進課

区　　分 内　　容
令和４年度 令和６年度

合　　計
予算額

財源内訳
予算額

諸収入

細事項名

新規
新規

新規

SAGA2024開催準備事業費
（債務負担行為）SAGA2024開催準備事業費
SAGA2024開催準備事業費（投資的経費）
SAGA2024市町準備経費補助
SAGA2024競技会を楽しむ環境づくり事業費
SAGA2024市町有施設整備事業費補助
SAGA2024県有競技施設整備費
ヨットハーバー施設設備整備費（国スポ関連）

一般財源
624,069

(債務負担)60,000
142・143・374

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
ＳＡＧＡ２０２４開催事業費
ヨットハーバー施設設備整備費

予　算　額
801,249

(債務負担)60,000
予算説明書頁



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

観光連盟補助

新規 観光連盟補助（イベント等収益化促進事業）（令和３年度国補正）

１　目的・背景  新型コロナウイルス感染症を契機に旅行スタイルが少人数、高付加価値へと変化していることを踏まえ、

混雑を緩和しながら地域の観光資源に消費が落ちる仕組みを取り入れ、収益化することにより、県内観光地

での消費拡大を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

23

情報発信
・事業者ホームページでのランディングページ作成、
　SNSでの広告発信　等

9,000

事務費 2,900

合　　計 31,900

区　　分 内　　容 予 算 額

商品化支援
・アプリケーションを用いた電子チケットの販売、
　周遊促進を図るような取り組み等への補助

20,000

事 項 名 予　算　額 31,900 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 0 298 観光課



主要事項

地域交流部（文化・スポーツ交流局）
（単位：千円）

観光連盟補助

１　目的・背景  新型コロナウイルス感染症を契機に少人数、高付加価値へと変化している旅行スタイルに対応するための

施設改修等を支援することにより、県内宿泊事業者及び観光施設における消費単価の向上につなげる。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

24

宿泊事業者の新たな誘客
施策への支援

アドバイザー招聘、初期導入、旅行会社モニターツアー実施、
職員研修費への支援
補助率：３／４

36,435

事務費 21,516

合　　計 432,951

コロナ対応施設への改修
支援

客室・宴会場の個室化、交流ｽﾍﾟｰｽのｵｰﾌﾟﾝ化、
客室への入浴施設設置　等
補助率：３／４

375,000

事 項 名 予　算　額 432,951 予算説明書頁

298

区　　分 内　　容 予 算 額

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
新規
新規

観光連盟補助（コロナ対応観光推進事業）（令和３年度国補正）
観光連盟補助（コロナ対応誘客支援事業）（令和３年度国補正）

一般財源 0 観光課



主要事項

県民環境部
（単位：千円）

人にやさしいまちづくり推進事業費

さがすたいる推進事業費

１　目的・背景  誰もが自然体で心地よく暮らせる、やさしいまちのスタイルを「さがすたいる」として広げていく。

２　事業内容 （１）事業期間 令和元年度～令和４年度（2019年度～2022年度）

（２）事業概要

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む。25

区　　分 内　　容 予 算 額

さがらしい、やさしさに関する
「情報」の共有・発信

・さがすたいるウェブサイト、SNS等による情報発信
・障がい等の当事者理解を深める交流・実践型出前研修
・【新】「さがすたいる」の想い・視点を広げるアドバイス事業

12,375

様々な人がまざりあい、一緒
に過ごす「場」づくり

・県民･当事者参加型の交流イベントの開催
・佐賀さいこうフェスとの連携や民間イベントとの共同企画
・県内店舗のバリアフリー化等に対する補助
　［さがすたいるプラス補助金：補助率１/２、補助上限額50万円］

16,772

合　　計 29,147

事 項 名 予　算　額 29,147 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 16,551 171 県民協働課



主要事項

県民環境部
（単位：千円）

図書館機能の充実推進事業費

新規 誰もが楽しめる読書のカタチ推進事業費

１　目的・背景  さがすたいるの想いのもと、誰もが読書に親しめる環境づくりを推進するため、県立図書館に専用ルームを

整備するとともに、司書の人材育成を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和６年度（2022年度～2024年度）

（２）事業概要

※アクセシブルな書籍
　 視覚に障害があったり、読字が困難だったりする読書困難者が利用しやすい書籍（点字図書、録音図書、
大活字本、さわる絵本等）。

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む。26

区　　分 内　　容 予 算 額

県立図書館の環境整備

・アクセシブルな書籍（※）の紹介・体験・貸出を
 行う専用ルームの設置
・視覚障害者情報・交流センター「あい　さが」が
 所有する点字図書・録音図書の貸出
・専用ルーム司書の配置

14,778

司書の人材育成
・リーダー司書による市町立図書館の巡回支援
・読書バリアフリーに関する研修会の開催

4,193

合　　計 18,971

事 項 名 予　算　額 18,971 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 18,971 369 まなび課



主要事項

県民環境部
（単位：千円）

交通安全対策費

交通事故防止対策「ＳＡＧＡ ＢＬＵＥ ＰＲＯＪＥＣＴ」事業費

１　目的・背景  デザインの力を活用した広報啓発を強化し、県民の交通安全に対する行動変容を促すことにより、

交通事故防止の一層の推進を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和元年度～（2019年度～）

（２）事業概要

内　　容 予 算 額

・交通安全キャラクターを活用したイベントの開催
・テレビ、ラジオ、新聞、Webなど、様々な媒体による広報

（重点広報項目）
　・スマホ（脇見）運転の禁止
　・横断歩道での歩行者保護
　・ハンドサイン横断
　・夜間の明るい服、反射材の着用　等

59,681

27

事 項 名 予　算　額 59,681 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 59,169 136
くらしの安全安心課
（交通事故防止特別対策室）



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

明るい長寿社会づくり推進事業費

新規 ゆめさが・地域活動支援事業費補助

１　目的・背景  ゆめさが大学の卒業生が地域活動の担い手等として積極的に活躍するための

支援を行うことにより、シニアが元気に活躍する地域社会の実現を目指す。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

内　　容 予 算 額

○ゆめさがアシストセンター（仮称）の設置

　・地域活動支援コーディネーターの配置
　・ゆめさが大学の卒業生と既存の地域活動団体のマッチング
　・活動団体に応じた地域活動ニーズのマッチング
　・ケーブルテレビを活用した活動内容の紹介

9,633

28

事 項 名 予　算　額 9,633 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 9,633 179 長寿社会課



主要事項

健康福祉部（男女参画・こども局）
（単位：千円）

新規 エッセンシャルワーカー処遇改善事業費（令和３年度国補正）

１　目的・背景  国の事業を活用し、新型コロナウイルス感染症に最前線で対応する看護、介護などのエッセンシャルワーカーの

処遇改善を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

※児童養護施設等職員の処遇改善は一部令和３年度予算で措置

29

0 医務課

児童養護
施設等職員

29,300 29,300 0 こども家庭課

合　　計 2,438,479 2,431,306 7,173

職員の給与の引上げに
取り組む福祉施設や医
療機関への補助 看護職員 307,241

予 算 額
財源内訳

長寿社会課

障害福祉
施設等職員

689,142 689,142 0 障害福祉課

介護職員 1,412,796 1,405,623 7,173

対　　象

307,241

担 当 課

事 項 名

介護職員処遇改善対策事業費
軽費老人ホーム事務費補助
障害福祉職員処遇改善事業費
看護師等充足対策費
児童養護施設等環境改善事業費

予　算　額 2,438,479 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 7,173
176・180・

182・185・219

長寿社会課、障害福
祉課、医務課、こども
家庭課

国庫 一般財源
内　　容



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

１　目的・背景  開業医の高齢化が進み、今後、中山間地域等を中心に、身近な医療を受けることができなくなる地域が
　

増えることが見込まれることから、県と市町が連携し、佐賀県医療センター好生館から地域の医療機関に
　

医師を派遣する仕組みを構築する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要　　

※財源は一部、地域医療介護総合確保基金を活用

内　　容 予 算 額

○支援病院（佐賀県医療センター好生館）においてシニア医師等を確保し、
　地域の拠点病院へ医師を派遣

　（令和４年度）
　唐津市と連携し、モデルケースとして、拠点病院（唐津市民病院きたはた）を
　核とした旧肥前町の医療提供支援を実施

23,497

30

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 佐賀県医療センター好生館運営費負担金（身近な医療提供支援） 一般財源 11,724 217
医務課
（医療人材政策室）

事 項 名 佐賀県医療センター好生館運営費負担金 予　算　額 23,497 予算説明書頁



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

予算説明書頁

１　目的・背景  新型コロナウイルス感染症の拡大に対応するため、県民が症状に応じて医療機関・宿泊療養施設等で治療・療養

できる環境を整備することで、適切な医療が提供できる体制を維持し、日常の救急体制と通常医療を守る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和２年度～令和４年度（2020年度～2022年度）

（２）事業概要　　

課　　　　名
（室　　　名）

医務課

19,144,609

2180

予　算　額

一般財源細事項名 新型コロナウイルス感染症対応医療提供体制強化事業費（令和３年度国補正）

事 項 名 新型コロナウイルス感染症対応医療提供体制強化事業費

31

区　　分 内　　容 予算額

重症・中等症患者の
医療体制の確保

・受入可能病床数を確保するための空床補償
・感染症患者の受入れに必要な医療用物資の確保
・患者の状態に応じて搬送先を調整する体制の確保
・クラスター発生施設等への医療チームの派遣
・感染症専門家を医療機関に派遣し、院内感染防止対策を強化

16,167,043

軽症・無症状者の
療養体制の確保

・宿泊療養施設の運営
・自宅療養支援
・臨時医療施設の運営
・新型コロナ対応看護職員の人材確保

2,977,566

合　　計 19,144,609



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

健康づくり推進事業費

さが健康維新県民運動推進事業費

１　目的・背景 　 卒煙と野菜摂取の習慣の定着を図ることにより、生活習慣病の増加を抑制し、県民の「元気で長生き」

（健康寿命の延伸）を目指す。

２　事業内容 （１）事業期間　　令和２年度～令和４年度（2020年度～2022年度）

（２）事業概要

32

区　　分 内　　容 予 算 額

たばこ

卒煙の普及啓発
　・企業単位などでのチーム対抗戦による卒煙の取組
　・対抗戦で評価を得られた卒煙のアイデアの広報
　・たばこについての正しい知識や禁煙外来の普及啓発

8,000

食と栄養

食事の際、まず野菜から食べること、野菜摂取量を増やすことの情報発信
　・絵本やキャラクターを活用した普及啓発
　・企業と連携したイベントの開催
　・SNSを活用した野菜のレシピ提案やイベント情報の発信

7,000

合　　計 15,000

事 項 名 予　算　額 15,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 15,000 196 健康増進課



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

１　目的・背景  骨髄等移植（※）のドナーになることの心理的・経済的負担を軽減することにより、協力しやすい環境づくりを推進する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

※骨髄等移植：血液の病気（白血病など）になった場合の治療法の一つで、正常な血液（血球）をつくる細胞を
　　　　　　　　 　　移植するための骨髄移植及び末梢血幹細胞移植

合　　計 4,868

33

雇用主等への支援
骨髄等移植のために従業員等へ有給休暇を付与した雇用主等に
対する助成
（助成単価：１万円/日、支給上限日数：７日間）

1,400

情報発信 新聞やSNSを活用した広報 2,068

区　　分 内　　容 予 算 額

ドナー等への支援

○ドナー助成制度のある市町への当該経費に対する補助
　 （補助単価：２万円/日、支給上限日数：７日間、補助率１/２）
○ドナー助成制度のない市町の在住者で骨髄等の提供を行った方
 　に対する助成
　 （助成単価：１万円/日、支給上限日数：７日間）

1,400

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 骨髄等移植支援事業費 一般財源 4,868 198 健康増進課

事 項 名 骨髄等移植支援事業費 予　算　額 4,868 予算説明書頁



主要事項

健康福祉部
（単位：千円）

がん対策推進費

新規 アピアランスケア支援事業費

１　目的・背景  がん治療に伴う外見の変化に悩みを抱えるがん患者の治療と就労の両立、心理的・経済的負担の軽減を図り、

がんになっても安心して暮らすことのできる環境づくりを推進する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

※アピアランスケア
　 がん治療に伴う外見の変化に起因するがん患者の苦痛を軽減するケア。

34

区　　分 内　　容 予　算　額

がん患者への支援

がん患者に対する医療用補正具の購入費補助

・対象経費：医療用ウィッグ（かつら）・乳房補正具
・補助率：市町が補助する額の１/２

5,050

事 項 名 予　算　額 5,050 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 5,050 197
健康増進課
（がん撲滅特別対策室）



主要事項

健康福祉部（男女参画・こども局）
（単位：千円）

少子化対策推進事業費

１　目的・背景  「佐賀で子育てしたい」と思ってもらうため、県内外へ子育てし大県“さが”の魅力を発信するとともに、

子育て世帯が必要な情報を効率的に得られるよう、LINEを入り口とした情報発信を行う。

２　事業内容 （１）事業期間 平成27年度～（2015年度～）　※令和４年度（2022年度）から拡充

（２）事業概要

35

合　　計 37,300

区　　分

子育てし大県“さが”
の魅力発信

予 算 額

30,641

6,659
ＬＩＮＥを入り口とした
情報発信

内　　容

・「子育てし大県“さが”」ＰＲ動画の作成
・TVCM、SNS等を活用した広報

・登録者限定イベントの開催等によるLINEサービスの充実
・登録促進のための広報

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
新規 佐賀での子育てさいこう事業費

子育てし大県“さが”推進事業費 一般財源 37,300 こども未来課

事 項 名 予　算　額 37,300 予算説明書頁

184



主要事項

健康福祉部（男女参画・こども局）
（単位：千円）

少子化対策推進事業費

さがウェディングストーリー発信事業費

１　目的・背景 コロナ禍での婚姻件数の減少を踏まえ、結婚を意識する機会を増やし、結婚への気運醸成を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～令和４年度（2021年度～2022年度）

（２）事業概要

内　　容 予 算 額

・佐賀で暮らす、すべての人々の幸せを応援しようという想いを込めた動画
 「Start in Saga」の活用
・多くの人が集まる場所で結婚を祝福する企画の実施及び広報

18,031

36

事 項 名 予　算　額 18,031 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 18,031 184 こども未来課



主要事項

健康福祉部（男女参画・こども局）
（単位：千円）

不妊の悩み支援事業費

１　目的・背景 　不妊治療に関し支援金の給付や相談体制の充実により、子どもを持ちたいと望む方の心理的、

経済的負担を軽減し、希望する治療を受けやすい環境を整備する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要
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188 こども家庭課

区　　分 内　　容 予 算 額

支援金
特定不妊治療、人工授精、凍結胚保存の各治療において、公的保険
制度の適用により自己負担額が増加する方に対して県独自の支援金
を給付

8,890

相談支援
専門医・カウンセラーによる相談支援
・対面による相談・・・１回/月
・オンライン相談 ・・・２回/月

1,700

合　　計 10,590

事 項 名 予　算　額 10,590 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
不妊の悩み支援事業費
不妊治療支援事業費

一般財源 9,740



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

地域商業活性化対策事業費

佐賀支え愛食事券事業費

１　目的・背景  長引くコロナ禍により、県民等が飲食店の利用を控える傾向にあるため、プレミアム付き食事券を県独自に発行する

ことにより飲食店を支援し、その取引業者を含めた県内経済の活性化を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）事業概要

※発行時期については、新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえ判断。
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区　　分 内　　容 予 算 額

プレミアム付き
食事券の発行

 ・上乗せ率：購入金額の２５％
 ・販売価格：１冊　4,000円（5,000円分利用可）
 ・販売冊数：４０万冊
 ・額面総額：２０億円（うち県上乗せ分は４億円）

400,000

事業の実施に
係る委託経費

食事券の印刷費、販売手数料、換金手数料等 170,000

合　　計 570,000

産業政策課

事 項 名 予　算　額 570,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 0 285



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

起業支援・新市場創出事業費

１　目的・背景 県内企業が産業ＤＸの潮流をリードしていけるよう、企業間マッチングの推進やアウトリーチによる裾野の拡大及び

モデル事例の確立に取り組むとともに、その担い手となるＤＸ人材の育成・確保を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～令和４年度（2021年度～2022年度）

（２）事業概要

（※１）ＤＸアクセラレータ：個々の企業に寄り添ってＤＸの推進を継続的に支援し、取組を加速させる企業や機関
（※２）ノーコード、ローコード：プログラムをできるだけ書かずにシステムやアプリが開発できる製品やサービス
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産業ＤＸの裾野拡大 ＤＸコミュニケータによる企業訪問・啓発（年間1,000社程度） 15,374

モデル事例の確立
マッチングした企業に対するＤＸアクセラレータ（※１）による伴走
支援

22,382

ＤＸ人材の育成・確保

・体験講座、Ｐｙｔｈｏｎ習得講座を通じたＡＩ開発人材の育成、県内
 企業との交流機会の創出や学習コミュニティの形成
・ノーコード・ローコード（※２）やクラウドサービスに関する講座を
 通じた社内ＤＸ人材の育成及び課題解決の支援

47,607

合　　計 139,968

産業政策課
（ＤＸ・スタートアップ推進室）

区　　分 内　　容 予 算 額

企業間マッチングの推進
産業スマート化センターによる企業からの相談対応やＤＸ導入に
向けたマッチング、セミナー等の開催

54,605

事 項 名 予　算　額 139,968 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
産業ＤＸ啓発推進事業費
ＤＸ人材拡大推進事業費

一般財源 71,199 290



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

１　目的・背景 　デジタル技術を活用し、小中学生にものづくりの楽しさや素晴らしさを伝えることにより、興味・関心を高め、

ものづくりに携わる人材の育成につなげる。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

事務費 2,785

合　　計 52,654

40

MONOSUGOBITO
（モノスゴビト）

ものづくりに携わる「人」にフォーカスした動画の作成 21,846

バーチャル工場見学 工場をバーチャルで見学するためのコンテンツの作成 9,419

ものづくり産業課

区　　分 内　　容 予 算 額

バーチャル溶接体験
中学校などにおけるVR溶接シミュレーターを用いた溶接体験
教室の開催

18,604

291細事項名 新規 デジタル活用ものづくり魅力発信事業費（令和３年度国補正） 一般財源 52,654

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名 商工業対策推進活動事業費 予　算　額 52,654 予算説明書頁



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

１　目的・背景  デジタル技術を活用し技術支援の基盤整備や県産品のテストマーケティング強化を行うことにより、県内企業の

更なる発展を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要
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工業技術センター

デジタル技術を活用したテ
ストマーケティングの強化

SAGA MADO及びsagairにおけるAIカメラ等を活
用した顧客分析等

35,077 流通・貿易課

合　　計 82,757

技術支援のデジタル化
窯業技術センター及び工業技術センターにおけ
る技術相談、試験分析等のオンライン化

14,151 窯業技術センター

33,529

ものづくり産業課
流通・貿易課

区　　分 内　　容 予 算 額 担 当 課

286・296・297細事項名
新規
新規
新規

窯業技術センターＤＸ推進事業費（令和３年度国補正）
工業技術センターＤＸ推進事業費（令和３年度国補正）
県産品マーケティングＤＸ強化事業費補助（令和３年度国補正）

一般財源 82,757

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
窯業技術センター施設設備整備費
工業技術センター施設設備整備費
流通対策推進費

予　算　額 82,757 予算説明書頁



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

流通対策推進費

新規 佐賀牛によるＥＵ市場参入プロジェクト事業費

１　目的・背景  佐賀県高性能食肉センターの運用開始を契機として、ＥＵへの佐賀牛輸出を開始するとともに、

ＥＵでの県産品の存在感を高める。

２　事業内容 （１）事業期間　　令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要

内　　容 予 算 額

 ・ＥＵ各国における市場調査・ネットワーク構築、県産品全般の情報発信
 ・バイヤー訪問・招へい、現地プロモーション（ＪＡ等との共同事業）

14,000
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事 項 名 予　算　額 14,000 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 14,000 286 流通・貿易課



主要事項

産業労働部
（単位：千円）

１　目的・背景  新型コロナの影響により需要が減少している佐賀海苔及び佐賀酒・茶について、小売店・飲食店でのプロモーションや

商品開発、商談等の販売対策を強化することにより、需要の回復及び新たな販路の確保を図る。

２　事業内容 （１）事業期間　　令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要
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流通・貿易課

区　　分 内　　容 予 算 額

佐賀海苔リ・ブランディング事業
・県内外の小売店でのキャンペーン
・人気キャラクターとのコラボ商品開発

15,075

273・286

アメリカ向け佐賀酒・茶輸出促進事業費
・現地小売店・飲食店でのプロモーション
・バイヤーとの商談、産地への招へい

17,000

合　　計 32,075

細事項名
新規
新規

一般財源 0
佐賀海苔リ・ブランディング事業費（令和３年度国補正）
アメリカ向け佐賀酒・茶輸出促進事業費（令和３年度国補正）

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
水産物流通対策費
流通対策推進費

予　算　額 32,075 予算説明書頁



主要事項

健康福祉部・農林水産部
（単位：千円）

１　目的・背景  農業分野と福祉分野のニーズをマッチングする仕組みの構築や啓発活動等を実施し、連携（農福連携）

を強化することにより、農業に従事する人材の確保、障害者の社会参加及び工賃水準の向上を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要　　

<※>予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む

合　　計 10,634 10,005 629

啓発活動の強化

・農業に取り組む障害者就労施設による
 マルシェやシンポジウムの開催
・農業従事者による障害者就労施設への
 農業技術指導

3,069 3,063 6
障害福祉課
（就労支援室）

30 - 30 農産課

3,465 3,349 116 農産課

マッチング支援

・農福連携コーディネーターの配置
・農業従事者と障害者就労施設との
 マッチング
・成功事例の横展開

4,070 3,593 477

財源内訳
担当課

国庫 一般財源

障害福祉課
（就労支援室）
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障害福祉課　（就労支援室）
農産課

事 項 名
授産事業パワーアップ支援事業費
農業労働力確保支援体制整備事業費補助

予　算　額 10,634 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名
授産事業パワーアップ支援事業費
農業労働力確保支援体制整備事業費補助

一般財源 629 176・240

区　　分 内　　容 予 算 額



主要事項

農林水産部
（単位：千円）

１　目的・背景  農業従事者が減少する中、新規就農者に対し機械・施設等の初期投資への支援や、就農準備・経営開始に

必要な資金面への支援を行うことにより、農業に従事する人材の確保と定着を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要　　

<※>予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む

176・241

一般財源
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課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名 青年農業者確保・育成対策事業費 予　算　額 444,813 予算説明書頁

細事項名
新規 新規就農者経営発展支援事業費

農業次世代人材投資事業費
一般財源 47,500 農産課

区　　分

-

-

47,500

国庫

95,000

84,375

214,260

3,678

397,313

47,500

内　　容 予 算 額
財源内訳

機械・設備の導入、家畜導入、果樹・茶新
植・改植、機械等リース料に対する補助
・補助上限額：750万円

研修生に対する就農準備資金の交付
・支援額：150万円／年

-

合　　計 444,813

新規就農者に対する経営開始資金の
交付
・支援額：150万円／年

事務費

142,500

84,375

214,260

3,678

資金面への支援

初期投資への支援



主要事項

農林水産部・県土整備部
（単位：千円）

１　目的・背景  令和元年佐賀豪雨、令和３年８月豪雨などの気候変動型の災害に対応するため、様々な内水氾濫対策を実施する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～（2021年度～）

（２）事業概要

合　　計 1,047,965
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排水機場の機能向上
・災害防止のための止水壁等の設置
・排水ポンプの増設

403,535

排水機場や水門等の
遠隔操作化

排水機場や水門等の遠隔操作施設の整備 260,500 河川砂防課

貯留能力の強化

・田んぼダム導入に要する経費相当額の支援や堰板の
 配布
・クリークの護岸整備、土砂撤去
・農業用ため池、クリークの治水活用に向けた貯留能力
 の検討や効果的な整備計画の策定

325,500

農山漁村課
内水状況の情報提供

ため池・クリークの内水状況を早期に把握し、県民に情
報提供するための内水監視カメラ・水位計の設置

57,730

区　　分 内　　容 予 算 額 担 当 課

農業用機械の保険加入
農業用機械の復旧に有効な保険加入を促進するため
の広報

700 生産者支援課

細事項名 内水氾濫対策事業費（プロジェクトＩＦ)
生産者支援課、農山漁村課
河川砂防課

事 項 名

新規 農業保険加入推進事業費
多面的機能支払費
農村地域防災減災事業費
農地防災交付金事業費
農業用施設災害関連事業費
農地等災害復旧費
河川管理費

予　算　額

一般財源

1,047,965

48,865

予算説明書頁

244・256・259・260・308・
308・309・377

課　　　　名
（室　　　名）



主要事項

産業労働部・農林水産部
（単位：千円）

１　目的・背景  先進的経営による所得向上や意欲がある新規就農者の確保・育成、経営力のある経営体や産地の育成、担い手の確保

に有効な基盤整備、販売対策の強化などに取り組むことにより、園芸農業産出額の向上を図る。

なお、本事業により、令和10年度までに園芸農業産出額を888億円とすることを目指す。

２　事業内容 （１）事業期間 令和元年度～（2019年度～）

（２）事業概要　　

流通・貿易課、園芸課、
農地整備課

事 項 名

農産物流通対策費
園芸農業総合対策事業費
基盤整備促進事業費
農地中間管理機構関連農地整備事業費
県営経営体育成基盤整備事業費

予　算　額 2,510,570 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 さが園芸生産８８８億円推進事業 一般財源 1,923,167
238・243・
257・258

区　分 内　　　容 予　算　額 担　当　課

施設・機械整備等
への支援

・園芸用施設・機械の整備に対する助成
　（規模拡大を伴うハウス更新、井戸、浸水ハウスの移転新設）【拡充】
・収量・品質の向上や新たな産地づくりに向けた取組に対する助成
　（露地野菜・いちごの生産拡大、果樹の就農園地確保や改植支援）【新規】
・園芸団地の整備・運営に対する助成　等

2,115,539 園芸課

中山間地域の産
地モデルの作出

・トレーニングファーム及び集出荷施設（選果機）の整備に対する助成【新
規】

71,200 園芸課

新技術の開発・実
証

・「いちごさん」の高収量化、高品質化技術の確立
・大規模栽培に適したきゅうり環境制御技術の開発
・施設野菜の環境データ自動分析・収量予測システムの開発【新規】
・露地みかんの高品質化技術の実証【新規】

30,991 園芸課

農地等の生産基
盤の整備

・市町が行う園芸団地整備に対する支援
・規模拡大や法人参入に向けた基盤整備の推進【新規】

227,617 農地整備課

販売対策の強化
・生産者と消費者等とのマッチングによる販路開拓支援【新規】
・「いちごさん」「にじゅうまる」のブランド力向上のためのプロモーション

47,641 流通・貿易課

888運動の推進
・啓発資材の作成、ホームページ、ラジオ等を活用した情報発信
・機運醸成のための推進大会等の開催　等

17,582 園芸課

合　　　計 2,510,570
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主要事項

農林水産部
（単位：千円）

１　目的・背景  県産木材の価格が上昇しているこの機を捉え、佐賀の林業を再生するため、作業の効率化及び林業事業体の経営基盤を

強化するとともに、即戦力となる林業就業者の確保・育成を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和３年度～令和７年度（2021年度～2025年度）

（２）事業概要

<※>予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む

合　　計 85,513
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森林施業の集約
化への支援

・森林や所有者の調査、路網整備計画の策定、集落説明会の開催
 など、森林施業の集約化に必要な経費に対する補助
 （補助率：8.5/10）
・森林の境界を確認するGPSなど、森林施業の集約化に必要な機器
 導入に対する補助（補助率：６/10）

60,918

林業アカデミーの
開校

・林業就業セミナーや林業体験会の実施
・林業に必要な技術や資格を短期で習得する基礎技術習得研修の
 実施

9,595

林業課

区　　分 内　　容 予 算 額

伐採・搬出作業の
効率化への支援

林業機械の導入に対する補助（補助率：６/10） 15,000

267・268細事項名
さがの林業再生プロジェクト推進事業費
県産木材供給体制整備事業費

一般財源 77,785

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
さがの林業再生プロジェクト推進事業費
間伐等森林整備促進対策事業費

予　算　額 85,513 予算説明書頁



主要事項

農林水産部
（単位：千円）

唐津ん魚FAN拡大事業費
玄海地区漁業スマート化実証事業費

新規 水産資源の未来予測技術高度化事業費

１　目的・背景 　玄海産水産物の需要拡大による魚価の向上を図るとともに、操業の効率化などスマート化を推進することにより、

玄海地区の漁家経営の改善を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和２年度～令和８年度（2020年度～2026年度）

（２）事業概要
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区　　分 内　　容 予 算 額

需要の拡大 県内の飲食店および小売店における消費喚起キャンペーンの実施 18,600

スマート化の推進
玄海水産振興センターによる操業効率化のための技術開発
　・イカ釣り漁業や定置網漁業などの漁業者による操業データの取得
　・データ解析による漁場や資源量などの予測技術の高度化

25,000

合　　計 43,600

細事項名 一般財源 43,600 水産課275・278

課　　　　名
（室　　　名）

事 項 名
漁家経営改善支援事業費
試験研究費

予　算　額 43,600 予算説明書頁



主要事項

県土整備部
（単位：千円）

景観整備費

KIZUKI・看板改修支援事業費

１　目的・背景  ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポの開催に向けて、県内の老朽化した公共性を有する看板を改修又は撤去する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和５年度（2022年度～2023年度）

（２）事業概要

　

予 算 額

老朽化した公共性を有する看板の改修・撤去に要する費用を支援

・事業主体：県、市町、市町以外（観光協会、交通安全協会、自治会等）

・負担割合：市町設置分（改修、撤去とも市町１/２、県１/２（補助））
　　　　　　　 市町設置分以外（改修：事業主体１/３、県２/３（補助）、撤去：県10/10（県が直接実施））

・補助上限額：40万円/件

　※優先して対応する看板
　　・ 県境付近にあるもの
　　・ 主要な駅・空港周辺にあるもの
　　・ SAGA2024国スポ・全障スポ会場周辺にあるもの

52,007
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事 項 名 予　算　額 52,007 予算説明書頁

内　　容

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 一般財源 52,007 318 まちづくり課



主要事項 　

教育委員会事務局
（単位：千円）

校舎等施設整備費

１　目的・背景  特別支援学校の児童生徒の増加に伴う教室不足に対応するため、九千部学園の施設・用地を活用し

鳥栖特別支援学校を整備することにより、県東部地域の特別支援教育環境の充実を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和７年度（2022年度～2025年度）

（２）事業概要

※鳥栖特別支援学校の概要
　 就学区域：鳥栖市、基山町
 　障害種別：知的障害
 　学　　　部：小学部、中学部、高等部

課　　　　名
（室　　　名）

教育総務課

予算説明書頁

359

42,918

42,918
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区　　分 内　　容 予 算 額

鳥栖特別支援学校 基本設計、土木測量設計 42,918

特別支援学校整備事業費（鳥栖特別支援学校） 一般財源

事 項 名 予　算　額

細事項名 新規



主要事項

教育委員会事務局
（単位：千円）

職員給与費

職員給与費（小学校４年生における少人数学級の実現）

１　目的・背景  国に先駆け、県独自に小学校４年生において少人数学級を実現し、よりきめ細かな指導のための環境整備を行うことで、

児童一人ひとりの成長をサポートするとともに、夢や目標を実現しようとする子どもたちを応援する。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度（2022年度）

（２）対　　　象 小学校４年生

（３）配置基準 １クラスあたりの児童数が36人以上の学校に教員を県独自に配置

令和４年度配置予定校数：　22校（令和４年１月時点）
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事 項 名 予　算　額 167,860 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 167,860 346 教職員課



主要事項

教育委員会事務局
（単位：千円）

ＳＡＧＡ「志」育成費

ＳＡＧＡ唯一無二の学校魅力化実践事業費

１　目的・背景  唯一無二の誇り高き学校として県立高校の魅力を高め、県内外からの入学者を増加させるとともに、

地域社会に貢献できる人材の輩出を目指す。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和６年度（2022年度～2024年度）

（２）事業概要

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む53

学校教育課

区　　分 内　　容 予 算 額

ＳＡＧＡコラボレーション・
スクール

・外部人材が学校運営に参画し、新しい視点から地域と
 連携した学校運営の研究・実践
・学校魅力化コーディネーターの配置
・学校魅力化アドバイザーによる伴走支援
・学校魅力強化委員会の設置　　など

29,307

ＳＡＧＡスマート・ラーニング
・地域、企業、大学の協力、支援による教育に関する研究・
 実践
・学校魅力強化委員会の設置　　など

3,539

合　　計 32,846

事 項 名 予　算　額 32,846 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 一般財源 32,846 342新規



主要事項

教育委員会事務局
（単位：千円）

学校保健安全指導費

県立学校における生理用品配置事業費

１　目的・背景  県立学校に生理用品を配置することで、生徒が必要なときに心理的負担を感じずに利用でき、

安心して学校生活が送れるようにする。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～（2022年度～）

（２）事業概要
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事 項 名 予　算　額 1,917 予算説明書頁

内　　容 予 算 額

　校内設置費（県立学校44校）
　　・生理用品代
　　・生理用品を設置するための費用

1,917

課　　　　名
（室　　　名）

細事項名 新規 一般財源 1,917 371 保健体育課



主要事項

教育委員会事務局
（単位：千円）

学校体育指導費

ＳＡＧＡ部活推進事業費

１　目的・背景  学校と地域の連携を深めた新たな部活動のスタイル「ＳＡＧＡ部活」の体制を整備することにより、生徒及び指導者が

より活躍できる場を確保し、スポーツ及び文化芸術の振興を図る。

２　事業内容 （１）事業期間 令和４年度～令和６年度 （2022年度～2024年度）

（２）事業概要

〈※〉予算額には会計年度任用職員に係る給与費を含む。

8,062

0

10,860

1,562

20,484

細事項名 一般財源 20,484 373新規

事 項 名 予　算　額 27,684 予算説明書頁
課　　　　名
（室　　　名）

保健体育課

一般財源国庫
財源内訳

予 算 額内　　容

0

7,200

8,062

7,200

部活サポーター（部活動指導員）の派遣

地域運動部活動の推進
　休日の指導を地域の指導者に委任
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7,20027,684合　　計

0

0

10,860

1,562

SAGA部活スペシャルサポーターの派遣
　トップアスリートやトップ指導者を部活動に派遣

拠点型クラブチームの支援
　県立学校の教員が核となる拠点型クラブへの支援





新型コロナウイルス感染症対策等一覧
（単位：千円）

総額 一般財源
事 業 名 概　　要

予　算　額
担 当 課

生活困窮者自立支援事業費（令和
３年度国補正）

生活困窮者自立支援金の支給を受けた方々への自立相談支援に
かかる経費

8,844 0 福祉課

健康福祉部会計年度任用職員給
与費

保健福祉事務所、衛生薬業センター、宿泊療養施設等の対応職員
を増員

201,021 133,594 福祉課他

感染防止対策用品購入費
医療機関、保育所等に対し、感染防止のためにマスク・消毒液を供
給

54,008 460
福祉課、長寿社会
課、障害福祉課他

介護現場における先進機器導入支
援事業費補助

介護事業所における介護支援機器、ICT（機器・ソフト）の導入に対す
る補助

91,961 0 長寿社会課

感染症防止対策等事業
介護・障害者・児童福祉施設等における感染症対策に要するかかり
増し経費（対策物品の購入など）などに対する補助

140,633 21,690
長寿社会課、障害
福祉課、こども未来
課、こども家庭課

地域自殺対策強化事業費（令和３
年度国補正）

新型コロナウイルス感染症による自殺リスクを軽減するための相談
員の育成、情報発信

4,483 0 障害福祉課

新型コロナウイルス感染症対応病
床確保（プロジェクトＭ）（令和３年
度国補正）

感染症患者受入医療機関及び疑い患者受入協力医療機関への空
床補償、軽症・無症状者の宿泊療養施設の借上・運営　等

19,144,609 0 医務課

新型コロナワクチン接種体制確保
事業費（令和３年度国補正）

ワクチン接種に関するコールセンターの設置、ワクチン接種体制に
関する広報

55,535 0 健康増進課

ワクチン個別接種促進事業費（令
和３年度国補正）

一定以上のワクチン接種に取り組む医療機関に対する接種回数や
体制強化に応じた支援（対象期間の延長）

988,299 1,262 健康増進課

ワクチン職域接種支援事業費（令
和３年度国補正）

ワクチンの職域接種を行う中小企業や大学等に対する補助（対象期
間の延長）

20,000 0 健康増進課

新型コロナワクチン接種会場設置
等事業費（令和３年度国補正）

県が設置するワクチンの接種支援会場の設置・運営（対象期間の延
長）

317,787 0 健康増進課

新型コロナウイルス感染症行政検
査事業費

新型コロナウイルス感染症の行政検査に係る、検査試薬購入、ＰＣ
Ｒ検査民間委託、地域外来・検査センター運営委託など

663,450 325,576 健康増進課

新型コロナウイルス感染症検査促
進事業費（令和３年度国補正）

感染拡大傾向時におけるPCR検査等の無料実施、検査所の初期設
備費用に対する補助

2,707,233 0 健康増進課



新型コロナウイルス感染症対策等一覧
（単位：千円）

総額 一般財源
事 業 名 概　　要

予　算　額
担 当 課

感染症対策環境整備事業
医療機関への設備整備支援、入院勧告を行った患者にかかる医療
費の公費負担、受診・相談センター業務委託　など

446,114 53,902 健康増進課他

薬剤師派遣及び薬局の休業再開
支援事業費（令和３年度国補正）

薬剤師が感染した場合の代替薬剤師の派遣、休業した薬局の再開・
継続に必要な取組に対する支援

19,917 0 薬務課

女性に寄り添う「支援の輪」づくり事
業費（令和３年度国補正）

ＮＰＯ等を活用し、コロナ禍で様々な困難・課題を抱える女性を適切
な相談・支援につなげるための経費

7,220 0
男女参画・女性の
活躍推進課

妊婦の新型コロナウイルス検査等
事業費（令和３年度国補正）

分娩前の不安を解消するため、希望する妊婦にPCR検査の実施を
支援

3,653 0 こども家庭課

「子どもの居場所」マッチング強化
事業費（令和３年度国補正）

子どもの居場所の運営に必要な地域資源を提供するマッチング支
援

9,752 0 こども家庭課

不妊治療支援事業費（令和３年度
国補正）

不妊治療の公的保険適用に伴い、経過措置として年度をまたぐ特定
不妊治療に対して現行の助成制度を継続

60,000 0 こども家庭課

はじめまして赤ちゃん応援事業費
（令和３年度国補正）

不妊治療の公的保険適用に伴い、経過措置として年度をまたぐ人工
授精・凍結胚保存に対して現行の助成制度を継続

6,000 0 こども家庭課

中小企業事業資金貸付金
中小企業者の資金繰りを支援するための利子補給及び保証料補助
等

69,962,746 0 産業政策課

佐賀支え愛感染防止対策推進事
業費

飲食店における感染防止対策に係る認証制度を実施 138,053 0 産業政策課

佐賀支え愛食事券事業費 県独自のプレミアム付き食事券の発行 570,000 0 産業政策課

外国人材・留学生受入支援事業
県内の企業や学校が外国人材・留学生を受け入れる際の感染症の
水際対策に係る経費に対する補助

49,807 0
国際課、産業人材
課

アメリカ向け佐賀酒・茶輸出促進事
業費（令和３年度国補正）

コロナ禍で需要が減少している佐賀酒等のアメリカ市場での新たな
販路開拓等

17,000 0 流通・貿易課

佐賀海苔リ・ブランディング事業費
（令和３年度国補正）

コロナ禍で需要が減少している佐賀海苔の新たな魅力を引き出すた
めの県内飲食店や首都圏の百貨店等とのコラボ事業

15,075 0 流通・貿易課



新型コロナウイルス感染症対策等一覧
（単位：千円）

総額 一般財源
事 業 名 概　　要

予　算　額
担 当 課

県立学校感染症対策事業（令和３
年度国補正）

中学校・高校・特別支援学校における感染症対策等の実施 111,600 0 教育総務課

特別支援学校スクールバス感染症
対策事業費（令和３年度国補正）

特別支援学校スクールバスの増便及び仕様変更 40,418 0 教育振興課

教員業務支援員配置事業費補助
児童生徒の感染症対策等を行う教員業務支援員を県立学校へ配置
及び配置する市町に対する支援

37,070 25,004 教職員課

佐賀の魅力ある修学旅行事業
県立学校及び私立学校の県内修学旅行の実施に要する経費、修学
旅行中止等に伴うキャンセル料に対する負担及び補助

56,493 0
学校教育課、法務
私学課

一時借入金利子 制度融資に係る一時借入金利子 4,957 0 会計課

96,825,248 561,488合　　計



子育てし大県“さが”プロジェクト事業一覧（令和４年度当初）
(単位：千円）

新規
拡充 うち一般財源

出会い・結婚
の支援

拡充
さがウェディングストーリー発信事
業費

こども未来課 18,031 18,031
結婚や家族の良さを伝えることにより、結婚への気運醸成を図る。
令和４年度は、令和３年度に作成した動画を活用しながら、ウェディング祝福企画や広報を実施する。

妊娠・出産の
支援

新規 不妊治療支援事業費 こども家庭課 8,890 8,890
公的保険適用となる不妊治療（人工授精、凍結胚保存、特定不妊治療）を実施するもののうち、現行制度と比較して負担
額が増える夫婦等に対し支援金を給付する。

拡充 不妊の悩み支援事業費 こども家庭課 1,700 850
不妊症や不育症で悩む夫婦等に対し、専門医等による相談、情報提供を行う。令和４年度は、新たにオンライン相談を実
施する。

拡充 ママの毎日をアプリで応援事業費 こども家庭課 14,756 14,756
母親向け相談アプリ「ママリ」と連携したオンライン相談サービスを提供する。
令和４年度は、ママリの利用促進のための広報を強化する。

子育て・自立
への支援

新規
生活困窮者子どもの学習・生活支
援事業費

福祉課 32,900 16,450 県内10町に被保護世帯及び生活困窮世帯向けの学習支援会場を設置し、学習支援を実施する。

拡充
医療的ケア児安心・安全な在宅生
活サポート事業費

障害福祉課 7,459 3,730
　「医療的ケア児支援センター」を設置し、保護者等の相談対応や、関係機関との連絡調整及び情報共有を行う。
令和４年度は、新たにコーディネーターを配置し、保育所等への入園を希望する保護者に対し個別に入園調整等を行う。

新規 佐賀での子育てさいこう事業費 こども未来課 30,641 30,641 子育てし大県“さが”の充実した取組や、子育てを支える保育の現場など、魅力的な子育て環境を県内外に発信する。

拡充 子育てし大県“さが”推進事業費 こども未来課 25,478 25,478
子育てに関する情報を集約した総合ポータルサイトの運営や、SNS、フリーペーパーを活用した広報等を実施する。
令和４年度は、公式LINEを軸とした情報発信を強化する。

拡充
県内保育施設への就職支援事業
費

こども未来課 16,035 10,002
職場環境の改善に取り組む保育所等を支援するほか、潜在保育士に対し研修等を実施し、県内保育施設への再就職を
促進する。
令和４年度は、専門家を派遣し、保育所等における働き方改革のモデル創出を行う。

新規
ファミリーホーム運営体制強化事
業費補助

こども家庭課 24,480 12,240
ファミリーホーム（※）において、国の配置基準を超えて補助者を雇い上げる際に必要な費用を補助し、養育者の負担軽減
を行うことで、入所児童等に対する心身ケアの充実を図り、安定的な運営を支援する。
※養育者の住居に子どもを迎え入れて養育を行う事業。

新規 ヤングケアラー支援推進事業費 こども家庭課 2,633 1,317
ヤングケアラー（※）について、関係者への研修を実施する。
※本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っていることにより、子ども自身がやりたいことが
できないなど、子ども自身の権利が守られていないと思われる子ども。

新規
SAGA唯一無二の学校魅力化実
践事業費

学校教育課 21,886 21,886 外部人材や地域と連携した学校運営組織の構築や教育内容の実践など、県立高校の魅力を高める取組を行う。

新規
SAGAエンカレッジスクール構想事
業費

教育振興課 1,366 1,001
不登校の生徒や働きながら学ぶ生徒等のやる気を育て、頑張りを励まし（エンカレッジ）、目標を見つけてチャレンジするた
めに必要な力を身につけることを支援する学校の整備・充実について検討を行う。

206,255 165,272 

事業概要（拡充したものはその概要）

合　　計
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